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第 3 章では，本研究で用いた流体運動の計算方法として， ラージ・エディ・シミュレーションによる乱流計算法の
詳細を述べている。
第 4 章では，混相乱流のシミュレーションに必要となる LES の空間解像度を調べている。その手法は，高解像度
















いる。また，そのような粒子クラウドが形成されると，乱れ構造も影響を受けるため， one-way coupling と two­



















いによる，流動状態の傾向の違いを明らかにしている o また， この点に関して計算結果を実験と比較し，計算
手法の妥当性を検証している。さらに，粒子運動に関する統計量に対し，粒子間衝突の影響の大きさを明らか
にしている。
(3) 粒子分布および乱流の空間構造に対して，可視化および統計学的手法を用いて評価し，粒子の物性の違いによ
る空間構造の特徴の変化の傾向を明らかにしている。既存のシミュレーションで示されている粒子濃度むらの
特徴は，実験による観測とは一致していないが，本論文で用いた粒子間衝突を考慮した計算手法は実験による
観測とほぼ一致する結果を予測しており，粒子間衝突の重要性を明らかにしている。
以上のように本論文は，囲気二相乱流における流動現象について有用な知見を得ている。また， これまでの混相乱
流の数値シミュレーションではほとんど無視されてきた粒子間衝突の影響が非常に大きいことを明らかにしている。
これらの成果は，流体工学に寄与するところが大きし、よって本論文は博士論文として価値あるものと認める O
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